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序（『学会年報』 25号をむかえて〉

日本港湾経済学会会長 北 見 俊 郎

日本港湾経済学会年報の「港湾経済研究」も本年度で第25号をむかえると

とができました。学会発足と同時に「学会誌」刊行の計画がもたれ、昭和38

年に創刊号が誕生しました。それはタイプ印制・ザラ紙で本文156頁、学会

設立題意書、会員lj、会計、名簿等の資料をふくめても170余頁のささやかな

ものでした。それから25年間、営々としてたゆる乙となく学会活動が続けら

れ、 「年報」も幾度か刊行の危機に面しながらも見事κ成長を遂げてきまし

た。 ζの25巻の「年報」は、そのまま学会活動の貴重な成果と記録であり、

近年においては圏内のみならず国際的にも「評価Jが与えられている ζとは

よろ乙びに耐えません。

乙の「港湾経済研究Jが一貫して刊行されてきたかげには、法人・正会員

ζ一同をはじめ、今年度第26回全国大会開催地の清水港関係者各位をふくめ、

毎年の開催地における多くの方々、その他学会の発展を助けて下さった方々、

多忙の中を編集の労をとられた事務局幹事や、誠意をもって印刷をひきうけ

て下さった文化印刷附等多くの方々のおかげと心からお礼を申し上げる次第

です。

ζの記念すべき本年度の「港湾経済研究」 No.25は、今秋の清水港大会にお

ける共通論題「臨海部再開発と港湾Jと各位の自由論題の玉稿を改めて世に

問うものであります。乙の一巻もまた「学会年報」史に貴重な一石を投じ，

学会本来の目的を達する大きな役割を担ってくれる乙とと祈らざるを得ません。

終りlζ、本学会の活動のますますの盛んなる ζと、 「年報」のいよいよ充実

する乙と、学会の社会的使命が達成される ζと、会員および関係各位のど健勝

を祈ってやみません。 （昭和62年秋）
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